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臼山山頂碑と記念写真  茶臼山登頂証明

書 

四阿から見る慶沢園の池 

の池 

 

茶臼山と和気橋 

る 

 

慶沢園 林泉回遊式庭園 

 

   

大
阪
を
代
表
す
る
ま
ち 

天
王
寺
区 

天
王
寺
茶
臼
山
公
園 

慶
沢
園
散
策 

天
王
寺
公
園
は
、
会
員
（
牧

戸
さ
ん
）
の
裏
庭
の
よ
う
に

近
い
散
策
路
で
会
報
で
も
紹

介
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

紅
葉
の
時
期
に
「
わ
が
ま

ち
紹
介
」
で
行
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

し
か
し
、今
年（
平
成
30
年
）

9
月
の
台
風
21
号
で
慶
沢

園
・
茶
臼
山
も
大
き
な
被
害

が
出
て
、
閉
園
・
閉
山
し
て

い
ま
し
た
。
慶
沢
園
は
9
月

22
日
か
ら
、
茶
臼
山
は
10
月

20
日
開
山
し
ま
し
た
。 

晩
秋
の
青
空
の
11
月
15
日
、

天
王
寺
公
園
の
入
り
口
に
全

員
集
合
し
、
茶
臼
山
登
頂
を

行
い
ま
し
た
。
西
隣
の
一
心

寺
の
休
憩
所
で
登
頂
記
念
証

明
を
頂
き
、
大
阪
の
陣
の
ビ

デ
オ
を
見
て
、
再
び
茶
臼
山

に
戻
り
、
紅
葉
を
楽
し
み
な

が
ら
和
気
橋
を
渡
り
ま
し
た
。 

茶
臼
山
に
は
「
大
坂
の
陣
」

記
念
碑
が
一
心
寺
の
寄
付

で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

記
念
碑
は
高
さ
２．５
ｍ
。
荒
波

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
扇
形
の
巨

石
の
上
に
「
大
坂
の
陣
史
跡 

茶
臼
山
」
と
刻
ん
だ
円
形
の

石
を
乗
せ
て
い
ま
す
。
荒

波
は
戦
国
時
代
の
群
雄
割

拠
を
表
し
円
形
の
石
は
天

下
統
一
と
平
和
を
象
徴
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

      

 

  

平
成
29
年
3
月
に
茶

臼
山
山
頂
碑
が
、
一

心
寺
の
寄
附
で
設
置

さ
れ
山
頂
が
わ
か
り

易
く
な
り
ま
し
た
。 

          

こ
の
山
頂
記
念
碑
を

入
れ
て
全
員
で
記
念

写

真

を

撮

り

ま

し

た

。 

     

慶
沢
園
は
、
近
代
造
園

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た

と
称
え
ら
れ
る
造
園
家

「
植
治
」
こ
と
第
七
代
小
川

治
兵
衞
の
茶
室
を
構
え
た

純
日
本
風
の
林
泉
回
遊
式

庭
園
で
す
。
四
阿
か
ら
紅

葉
の
庭
を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

         

健
脚
組
は
庭
園
の
中
を
一

周
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
池

の
周
り
に
は
色
々
の
自
然
石

が
配
置
さ
れ
、
飛
び
石
や

色
々
の
形
の
橋
を
渡
る
楽
し

み
も
あ
り
秋
を
満
喫
し
楽
し

み
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
園
内
の
肉
炉

端
ロ
バ
ー
ト
で
「
一
汁
六

菜
バ
ラ
ン
ス
定
食
」
で
各

人
好
み
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
を
選
び
楽
し
い
ラ
ン

チ
を
と
り
、
12
月
の
「
わ

が
ま
ち
紹
介
」
を
説
明
し

解
散
し
ま
し
た
。 

天
王
寺
区 

大
阪
市
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
地
勢
は
西
高
東

低
で
南
北
に
の
び
る
帯
状

の
上
町
丘
陵
と
呼
ば
れ
る

台
地
に
あ
り
ま
す
。 

 

区
内
に
は
、
わ
が
国
最

初
の
大
伽
藍
で
、
聖
徳
太

子
の
創
建(593)

に
よ
る

四
天
王
寺
を
は
じ
め
約
２

百
の
社
寺
が
あ
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
所
旧
跡
が

多
く
、
歴
史
と
伝
統
の
息

づ
く
町
で
す
。 

茶
臼
山
（
ち
ゃ
う
す
や
ま
） 

形
状
が
茶
の
湯
の
て
ん

茶
を
抹
茶
に
挽
く
茶
臼
に

似
て
い
る
と
さ
れ
る
富
士

山
の
よ
う
な
末
広
が
り
の

形
の
山
の
こ
と
で
す
。
茶

磨
山
（
ち
ゃ
す
り
や
ま
）

と
も
呼
ば
れ
る
。
山
の
名

前
と
し
て
は
、
通
称
を
含

め
全
国
に
２
百
以
上
あ
る

と
い
う
。 

         

天
王
寺
の
南
西
に
立
つ
茶
臼

山
は
、
5
世
紀
ご
ろ
の
全
長

２
百
ｍ
近
い
前
方
後
円
形
古

墳
で
あ
る
と
い
う
説
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

大
阪
冬
の
陣
で
は
茶
臼
山
一

帯
が
徳
川
家
康
の
本
陣
と
な

り
、
大
阪
夏
の
陣
で
は
真

田
幸
村
の
本
陣
と
な
っ

て
「
茶
臼
山
の
戦
い
」
の

舞
台
と
な
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
す
。 

慶
沢
園
（
け
い
た
く
え
ん
） 

天
王
寺
公
園
内
に
あ

る
純
日
本
風
の
庭
園
で

す
（
林
泉
回
遊
式
庭
園
）。

大
正
15
年
、
江
戸
時
代

か
ら
の
大
阪
の
豪
商
・
住

友
家
か
ら
大
阪
市
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。 

           

庭
造
り
は
、
中
央
部
に

大
き
な
池
を
配
置
し
、
築

山
を
築
き
、
そ
の
周
辺
に

は
飛
石
や
橋
を
め
ぐ
ら

せ
、
躍
動
す
る
水
の
動
き

を
足
下
に
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
沢
飛
び
の
手
法

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
代
的
で
明
る
く
開
放

的
で
あ
り
、
躍
動
す
る
水

の
流
れ
を
は
じ
め
自
然

を
多
く
取
り
入
れ
た
庭

で
す
。 
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２０１８年１２月度行事予定 

古くは歌に詠まれた由緒あるまち：豊中市待兼山 

大阪大学総合学術博物館見学 

月 日： 2018年12月6日（木）（第１木曜日） 

集 合：阪急電鉄宝塚線・石橋駅西口 集合 

内 容：大阪大学総合学術博物館 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

２０１９年１月度行事予定 

大坂の中心地「天下の台所」のまち：大阪市天満 

「大阪くらしの今昔館」見学 

月 日： 2019年1月１6日（水曜日） 

集 合： 天神橋筋六丁目駅 北改札出口 集合 

訪問先： 大阪くらしの今昔館 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

大坂の陣史跡 茶臼山 
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